
半導体企業の研究開発状況 柴
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最
先
端
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ

大
規
模
集
積
回
路

や
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
メ
モ
リ
ー
な
ど
で
、

プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
量
産
規
模
が
拡
大
し
て
い

る
。
同
プ
ロ
セ
ス
は
２
０
０
９
年
後
半
か
ら
量
産
が

立
ち
上
が
っ
た
も
の
で
、
同
プ
ロ
セ
ス
を
ベ
ー
ス
と

す
る

プ
ロ
セ
ス
の
量
産
も

年
第
４
四
半
期

か
ら
量
産
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。�

プ
ロ
セ
ス
の
量
産
開
始

３
次
元
構
造
の
量
産
応
用
を
実
現

先
端
プ
ロ
セ
ス
開
発
の
集
約
と
低
消
費
電
力
向
け
技
術
の
加
速

Ｅ
Ｕ
Ｖ
、
４
５
０
�
�
ウ
エ
ハ
ー
の
実
用
化
に
向
け
て

７－９日幕張メッセ
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プ
ロ
セ
ス
に
は
、

フ
ッ
化
ア
ル
ゴ
ン

Ａ
ｒ

Ｆ

液
浸
技
術
な
ど
の
リ
ソ

グ
ラ
フ
ィ
ー
技
術
や
、
新
世

代
の
銅
配
線
が
進
め
ら
れ
、

さ
ら
に
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
ゲ

ー
ト
構
造
と
し
て
、
高
誘
電

率

Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
―
Ｋ

膜
／

メ
タ
ル
ゲ
ー
ト
構
造
の
量
産

化
に
向
け
て
、
最
適
化
が
進

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
シ
リ
コ

ン
基
板
も
、
バ
ル
ク
か
ら
Ｓ

Ｏ
Ｉ

Ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｃ
ｏ
ｎ
　

ｏ
ｎ
　
Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｏ

ｒ
の
採
用
が
進
め
ら
れ
た
。

　
本
格
的
な
次
世
代
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
予
想
さ
れ
て
い
る

の
が

プ
ロ
セ
ス
。
同

プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
は
、
米

イ
ン
テ
ル
が

年
第
４
四
半

期
か
ら
の
量
産
開
始
を
計
画

し
て
い
る
。
同
社
で
は
同
プ

ロ
セ
ス
世
代
か
ら
、
微
細
化

に
加
え
て
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

構
造
を
従
来
の
プ
レ
ー
ナ
型

か
ら
３
次
元
構
造
へ
と
大
き

く
変
革
し
て
い
る
。

　　　　　
イ
ン
テ
ル
の
３
次
元
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
構
造
は
、
Ｔ
ｒ
ｉ

―
Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
構
造
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
従
来
の
プ
レ
ー

ナ
型
で
は
平
面
的
に
形
成
さ

れ
て
い
た
チ
ャ
ネ
ル
領
域

を
、
基
板
上
に
垂
直
に
立
て

た
Ｆ
ｉ
ｎ
と
し
て
形
成
す

る
。
ゲ
ー
ト
は
Ｆ
ｉ
ｎ
の
両

サ
イ
ド
、
上
面
を
ゲ
ー
ト
電

極
で
覆
う
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
構
造
の
採
用
に
よ

り
、

世
代
の
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
は

世
代
に
比

較
し

％
以
上
の
性
能
向

上
、
同
一
性
能
で
は
消
費
電

力
を
半
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。

　
同
構
造
の
要
素
技
術
に
関

し
て
は
、
数
年
前
に
発
表
さ

れ
て
い
た
が
、
量
産
に
向
け

製
造
技
術
を
確
立
、
実
用
化

し
た
。

　
同
社
の
３
次
元
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
構
造
は
、
台
湾
の
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
な
ど
も
開
発
成
果
を
発

表
す
る
な
ど
、
イ
ン
テ
ル
以

外
の
企
業
で
も
採
用
が
進
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

以
降
の
微
細
プ
ロ

セ
ス
、
４
５
０

ウ
エ
ハ

ー
な
ど
、
最
先
端
プ
ロ
セ
ス

や
材
料
に
つ
い
て
は
、
開
発

費
用
も
膨
大
な
も
の
と
な

る
。
量
産
設
備
を
構
築
す
る

た
め
の
費
用
も
巨
額
と
な
る

た
め
、
単
独
で
の
研
究
開

発
、
製
造
工
場
に
取
り
組
め

る
企
業
も
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
研
究
開
発
に
つ

い
て
は
、
一
部
の
研
究
機
関

や
共
同
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
、
企
業
間
の
共
同
開
発
へ

の
集
約
が
進
ん
で
い
る
。

　
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー

で
も
自
社
の
単
独
開
発
か
ら

の
撤
退
、
こ
れ
ら
の
共
同
開

発
へ
の
参
加
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
最
先
端
半
導

体
の
製
造
に
関
し
て
も
、
一

部
の
メ
モ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
を

除
い
て
は
、
大
手
半
導
体
メ

ー
カ
ー
で
も
受
託
製
造

フ

ァ
ウ
ン
ド
リ
ー

企
業
な
ど

へ
の
外
注
へ
の
移
行
が
進
ん

で
い
る
。

　
研
究
機
関
で
は
、
ベ
ル
ギ

ー
の
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
、
米
国
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
オ
ル
バ
ニ

ー
校
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る

ナ
ノ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｎ
Ｓ

Ｅ
な
ど
で
の
共
同
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い

る
。
同
地
に
は
Ｃ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
の

ほ
か
、
米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
米
Ｓ
Ｅ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

セ
マ
テ
ッ

ク

の
研
究
施
設
も
設
け
ら

れ
て
お
り
、
最
先
端
プ
ロ
セ

ス
の
研
究
開
発
が
集
約
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
共
同
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
中

心
に
、
サ
ム
ス
ン
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｅ

Ｓ
な
ど
と
と
も
に
標
準
プ
ロ

セ
ス
共
同
開
発
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
運
営
し
て
い
る
。
日

系
企
業
と
し
て
は
東
芝
、
ル

ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

が
参
加
し
て
い
る
。

　
一
方
、
日
本
の
大
手
半
導

体
メ
ー
カ
ー
の
共
同
出
資
で

運
営
さ
れ
て
い
た
、
半
導
体

先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
に
つ

い
て
は
、

年
３
月
で
解
散

し
て
い
る
。

　
日
本
、
欧
州
、
米
国
の
大

手
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
は
、

最
先
端
プ
ロ
セ
ス
で
は
な

く
、
低
消
費
電
力
化
技
術
や

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

に
向
け
て
の
開
発
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
炭
化
ケ

イ
素
Ｓ
ｉ
Ｃ
、
窒
化
ガ
リ

ウ
ム
Ｇ
ａ
Ｎ
な
ど
の
新
材

料
を
利
用
し
た
デ
バ
イ
ス
技

術
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
次
の
世
代
と
な
る

プ
ロ
セ
ス
以
降
で

は
、
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
お

い
て
エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー

Ａ
ｒ
Ｆ
、
Ｋ
ｒ
Ｆ

よ
り

も
、
大
幅
な
短
波
長

・

５

と
な
っ
た
極
端
紫

外
線

Ｅ
Ｕ
Ｖ

の
導
入
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
Ｖ

リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
装
置

ス

キ
ャ
ナ
ー

に
つ
い
て
は
、

年
か
ら
研
究
開
発
機
関

や
、
大
手
半
導
体
メ
ー
カ
ー

な
ど
へ
β
機
の
導
入
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

以
降

の
世
代
で
は
本
格
的
な
導
入

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
セ
ス
の
微
細
化
は
進

む
も
の
の
、
超
小
型
演
算
処

理
装
置

Ｍ
Ｐ
Ｕ

、
シ
ス

テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
高
機
能
化
、

メ
モ
リ
ー
の
大
容
量
化
に
伴

い
、
チ
ッ
プ
サ
イ
ズ
の
大
型

化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
た

め
、
生
産
性
向
上
の
た
め

に
、
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
の

一
層
の
大
型
化
、
大
口
径
化

が
望
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
ウ
エ
ハ
ー
サ
イ
ズ
を
現

在
の
３
０
０

か
ら
４
５

０

へ
の
拡
大
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
４
５
０

ウ
エ
ハ
ー
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
テ
ル
、
韓

国
サ
ム
ス
ン
電
子
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
と
い
う
半
導
体
の
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
が
旗
振
り
役
を
し

て
お
り
、
研
究
機
関
、
大
手

製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
、
材
料

メ
ー
カ
ー
が
研
究
開
発
を
進

め
て
い
る
。
し
か
し
、
技
術

面
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
な

面
か
ら
も
壁
は
高
い
。


